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論文

バレエ・デ・シャンゼリゼの軌跡

深　澤　南土実

　This article explores what role Les Ballets des Champs-Élysées played in the history of French 
ballet through focusing on the repertoire and activities of the company.

　During its early years, artistic director Boris Kochno wrote the scenarios, and young and fresh 
Roland Petit choreographed them. The two created most of the new works this way, and the company 
won popularity.  In the later years, Kochno began to commission world-famous choreographers to 
choreograph the company’s works.

　Influenced by Ballets Russes, Kochno, who led the company, created many original works in 
collaboration with contemporary artists in Paris such as Christian Bérard. In the postwar period from 
1945 to 1947, while Ballet de l’Opéra de Paris began to lose its appeal and declined in popularity, the 
audience were fascinated by Les Ballets des Champs-Élysées, which was based in Théâtre des Champs-
Élysées and featured brilliant dancers such as Jean Babilée and others. 

　Les Ballets des Champs-Élysées sought a new form of dance that has a modern spirit while 
inheriting the style of the prewar dance, and played a leading role in the neo-classic dance movement 
in the postwar period. It can be concluded that the company is a landmark in the post war French 
ballet, in that it influenced the new powerful dance movements of the 50s and 60s, and thus served as 
a bridge between the prewar dance and the later currents.

はじめに
バ レ エ・ デ・ シ ャ ン ゼ リ ゼ Les Ballets des 

Champs-Élysées は，1945〜51年の約７年間シャ
ンゼリゼ劇場 Théâtre des Champs-Elysées 専属
のバレエ団として活動した，パリ・オペラ座と並
ぶ戦後のフランスを代表するバレエ団である。同
バレエ団は，1945年３月にシャンゼリゼ劇場で公
演したローラン・プティ Roland Petit（1924-2011）
振付の《旅芸人》Les Forains などがパリの観客
から好評を得たことに端を発して結成され，同年
10月にバレエ団として最初の公演をした。

プティ振付の《旅芸人》，《ランデヴー》Le 
Rendez-vous（1945） や《 若 者 と 死 》Le jeune 
homme et la mort（1946）はバレエ団の代表的作
品であり，現在も繰り返し再演されている。これ
らの作品はバレエ作品としては珍しく，44年８月
のパリ解放直後の街の雰囲気がそのまま作品＝舞
台に表象され，とくに一般の大衆を描いたという
特筆すべき点を持っている1。《旅芸人》は，台本
作家ボリス・コフノ Boris Kochno（1904-1990）
と，画家で舞台美術・衣裳デザイナーのクリスチャ
ン・ベラール Christian Bérard（1902-1949）が
考案し，プティが振付・主演した。バレエ団結成
後に芸術監督となったコフノは，同バレエ団で当
時のパリに集まった一流の芸術家たちと革新的な
作品を次々に創作し発表した。舞踊批評家のフェ
ルノー・ホールは「方針やレパートリーが十分で
なかったにもかかわらず，バレエ・デ・シャンゼ
リゼは大成功を遂げ，新鮮さと個性を持ったダン

サーがフランスの歴史に活気ある時代を生み出し
た」と評価し，舞踊批評家のジェラール・マノニは，
ガルニエ宮（パリ・オペラ座）でのセルジュ・リ
ファール Serge Lifar（1905-1986）の創作に対して，
シャンゼリゼ劇場は戦後の新しい芸術復興の活気
の中で，「「新しいダンス」の象徴的な若いダンサー
とともに，新しい美学や，詩的で洗練されている
という点で最も観客を満足させた」と振返ってい
る2。

こうした評価がされてはいるものの，バレエ・
デ・シャンゼリゼの活動と上演作品については未
だ全貌が明らかにされていない3。バレエ・デ・シャ
ンゼリゼが戦後のフランスを代表するバレエ団の
一つでありながらも顧みられてこなかった理由と
しては，第２次世界大戦前のバレエ・リュスの勢
いや，戦後のプティやモーリス・ベジャールのい
わゆるモダン・バレエの勃興の方が注目され，そ
のはじまりに埋もれてきたからであろう。つまり，
バレエ・デ・シャンゼリゼは戦中から戦後にかけ
てのフランスのバレエ史を再考するにあたって欠
けてきた部分である。

実際に，同バレエ団には当時の名だたる振付家
やダンサー，アーティスト達が参加していた。作
品を提供した振付家には，ジャニーヌ・シャラ 
Janine Charrat（1924-），ヴィクトール・グゾフ
スキー Victor Gsovsky（1902-1974），ダヴィッ
ト・リシン David Lichine（1910-1972）をはじめ，
ジョン・タラス John Taras（1919-2004）やレオ
ニード・マシーン Léonide Massine（1896-1979）
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らが名を連ねており，ダンサーの中には，パリ
の新進気鋭のダンサー，ジャン・バビレ Jean 
Babilée（1923-2014）， ニ ー ナ・ ヴ ィ ル ボ ヴ ァ 
Nina Vyroubova（1921-2007）やイヴェット・ショ
ヴィレ Yvette Chauviré（1917-）らがいた。こ
のようなダンサーや同バレエ団の主要人物であっ
たプティ，コフノ，ベラールの人間関係が，バレ
エ団の誕生，発展，衰退，解散の一連の経緯に大
きな影響を与えた。

本稿では，先行研究で言われる「新しいダンス」
を生み出したバレエ・デ・シャンゼリゼの活動の
軌跡と上演作品を，フランスのバレエ史を論じる
上で欠かせないパリ・オペラ座バレエの同時期の
活動と比較しながら検討する。それを踏まえた上
で，フランス・バレエ史におけるバレエ・デ・シャ
ンゼリゼの全体像と位置づけを明らかにしたい。

バレエ団の当時のプログラムや新聞・雑誌の批
評や評価，映像資料等の一次資料からの調査で知
り得た限りでは，バレエ・デ・シャンゼリゼの上
演作品の数は52である（表参照）。《旅芸人》や《ラ
ンデヴー》などは，1945年10月のバレエ団結成前
に上演されてはいるものの，バレエ団の代表的作
品であるため，表に記入した。上演年月日，場所
については，初演当時の劇場名を付した。上演作
品の中にはオリジナルのものもあれば，復元上演
したことで知られている《ラ・シルフィード》
La Sylphide（1946）（グゾフスキー振付）も含ま
れる4。

1．ボリス・コフノとローラン・プティ
はじめに，バレエ・デ・シャンゼリゼの誕生と

発展に大きな役割を果たした，コフノとプティの
関係の背景に目を向けたい。

1945年７月から９月にかけて活動を開始したバ
レエ団では，バレエ団結成をプティらに持ちか
けたシャンゼリゼ劇場の支配人ロジェ・ユード 
Roger Eudes が劇場監督となり，《旅芸人》を初
演したリサイタル《ローラン・プティ》（45年３
月）を援助した興行師ガブリエル・ドゥスルジェ 
Gabriel Dussurget（1904-1996）がバレエ団の支
配人となった5。コフノが芸術監督，プティがメー
トル・ド・バレエ，バレエ教師にはグゾフスキー
が就任した。ジャーナリストのイレーヌ・リドヴァ 
Iréne Lidova（1907-2002）は41年に17歳のプティ
に出会った頃からシャラとの「ダンスのリサイタ
ル」をあたかも保護者のように世話しており，ベ
ラールの頼みでバレエ団の秘書兼アタッシュ・
ドゥ・プレス（広報）に就任した。

一方，セルジュ・リファールはこのバレエ団の
結成を「アンチ・リファールの企て」と振返っ
ている6。リファールはそれ以上言及していない
が，この発言には，深い意味があると考えられる。

一つは，コフノとリファールのバレエ・リュス 
Ballet Russes 時代からの関係，二つ目はリファー
ルとプティの関係である。

バレエ・リュスの興行師セルゲイ・ディアギ
レ フ Sergei Diaghilev（1872-1929） は1921年 ２
月末にパリでロシア出身の17歳の詩人コフノに出
会った次の日に，コフノを秘書として雇った。深
い教養を持っていたコフノは台本作者としても活
動し始め，公私ともにディアギレフのそばに居続
けた7。1925年頃にはディアギレフの新しい恋人
として，1923年にバレエ・リュスに入った野心家
のダンサー，リファールが作品の主役を務めるよ
うになっていった。ディアギレフの若い恋人達

（コフノとリファール）は互いに嫉妬し合い反感
を抱き続けたが，ディアギレフの死には２人が付
添い，２人はディアギレフの蔵書やコレクション
をそれぞれ相続した8。29年のディアギレフの死
後，リファールは低迷していたパリ・オペラ座に
招聘され，オペラ座のバレエを革新し，さらに自
身の振付作品を次々に発表し，メートル・ド・バ
レエとしてのみならずエトワールとしても出演し
た。一方のコフノはパリで画家のベラールをバレ
エや演劇の舞台美術・衣裳の仕事へと誘った。32
年，コフノはバレエ・リュス・ド・モンテカル
ロ Ballet Russes de Monte Carlo の芸術顧問とし
て《コティヨン》Cotillon（1932）などの台本を
担当した。さらに33年にはジョージ・バランシン 
George Balanchine（1904-1983）とともにバレエ
1933 Les Ballets 1933を創立するも，１シーズン
だけの上演活動（シャンゼリゼ劇場とロンドン・
サヴォイ劇場）でそれは解散し，コフノはバレ
エ・リュス・ド・モンテカルロへ戻り（～37年），
バランシンは渡米した。このように，コフノとリ
ファールは同じパリにいながらも歩み寄ることは
なく，それぞれが独自に活動していた。

二つ目のリファールとプティの関係については，
40年にプティはオペラ座舞踊学校からオペラ座の
バレエ団に入団し，リファール振付の《愛の騎士》
L’Amour sorcier（1943）の初演にソリストとし
て出演していた。42年から３度，リファールの愛
弟子ジャニーヌ・シャラとプティはリドヴァ主
催の「ダンスのリサイタル」（サル・プレイエル 
Salle Pleyel）を開催し，またリファールも２人
のための作品を振付するなど，惜しみない協力を
していた。しかし44年８月のパリ解放に伴い，ド
イツ占領軍に協力したと非難されたリファールは
オペラ座からの永久追放措置を受けた9。リファー
ルは自身が窮地に陥っている間にライバル視して
いたコフノとプティが次第に歩み寄り，さらに

「ダンスの夕べ」で彼らが注目されていった経緯を，
プティの自分への裏切りと捉えたのだろう。彼は
愛弟子のシャラがプティとリサイタルを開くこと
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を禁じた。その後の《旅芸人》の成功がコフノと
プティをより接近させ，バレエ・デ・シャンゼリ
ゼ設立へと至った10。これらのことから，リファー
ルはバレエ・デ・シャンゼリゼの設立を「アンチ・
リファールの企て」と表現したのではないか。

当時のフランスでは，パリ・オペラ座以外の
バレエ団には政府からの補助金はなく，私設バ
レエ団を結成しようにも資金提供者がいなけれ
ばバレエ団は存続してゆけなかった11。バレエ・
デ・シャンゼリゼの設立資金はユードとプティの
父親からの出資によるものであった。シャンゼリ
ゼ劇場のような名の通った劇場の支配人からの依

頼で劇場付きのバレエ団を設立できたということ
は，プティらにとって幸運であった。しかも，最
高齢でも20代という若いダンサーたちを揃えたカ
ンパニーだった。最年少のエテリー・パガヴァ 
Ethery Pagava（1932-）は13歳であった。

以下，バレエ団のプログラムと新聞・雑誌の批
評（新聞記事については主にパリを中心に，雑誌
記事に関してはバレエ雑誌の発行が戦後盛んで
あったロンドンを中心に），それにリドヴァの自
伝などをもとにバレエ団の活動と新作を追ってゆ
く。

表　　バレエ・デ・シャンゼリゼの上演作品　
初演年 月日・場所 作品名 振付 台本 音楽 舞台美術・衣裳

1945 ３月２日
シャンゼリゼ

旅芸人
Les Forains ローラン・プティ ボリス・コフノ アンリ・ソーゲ

「旅芸人」Les Forains 
クリスチャン・
ベラール

1945
６月15日
サラ・ベルナール
劇場

ランデヴー
Le Rendez-vous ローラン・プティ ジャック・

プレヴェール

ジョゼフ・コズマ
「ランデヴー」
Le Rendez-vous 

美術：ブラッサイ
衣裳：マヨ

1945
６月15日
サラ・ベルナール
劇場

詩人
Le poète ローラン・プティ ボリス・コフノ バンジャマン・ゴダール

詩的な情景 op.46 ルシアン・クトー

1945
６月15日
サラ・ベルナール
劇場

カドリーユ
Quadrille  ロジェ・フェノンジョワ テーマ：ボリス・

コフノ ジョルジュ・オーリック
ヴァランティヌ・
ユゴー

1945 　 青い鳥
L’oiseau Bleu マリウス・プティパ 　 P.I.チャイコフスキー 　

1945 　 薔薇の精
Le Spectre de la Rose ミハイル・フォーキン J.-L.ヴォドワイエ E.V.ウェーバー 衣裳：レオン・

バクスト

バレエ・デ・シャンゼリゼ誕生

1945 10月12日
シャンゼリゼ

「眠れる森の美女」より森
La Forêt Fragment de “La 
belle au Bois dormant”

マリウス・プティパ，
復元・再振付：オリガ・
プレオブラジェンスカヤ

マリウス・プティパ，
イワン・フセヴォロ
シスキー　

P.I.チャイコフスキー
（イーゴリ・ストラヴィンス
キー，シャルル・ケクラン
編曲）

アレクサンドル・
ブノワ　

1945 10月12日
シャンゼリゼ

カルタ遊び
Jeu de Cartes ジャニーヌ・シャラ

イーゴリ・
ストラヴィンスキー，
M．マライエフ

イーゴリ・
ストラヴィンスキー ピエール・ロワ

1945 10月14日
シャンゼリゼ

草上の昼食
Le Déjeuner sur l’herbe ローラン・プティ イレーヌ・リドヴァ

ヨーゼフ・ランナー
（アレクサンドル・
チェレプニン編曲）

マリー・ローランサン

1945 10月16日
シャンゼリゼ

白鳥の湖より抜粋
Le Lac des Cygnes 
]Fragment 

マリウス・プティパ ，
レフ・イワーノフ 　 P.I.チャイコフスキー 　

1945 12月８日
シャンゼリゼ

悪魔の花嫁
La Fiancée du Diable ローラン・プティ ボリス・コフノ

ジャン・ユボー
（ニコロ・パガニーニ
「Caprices（24の 奇 想 曲 ））
の自由な解釈）

ジャン-ドニ・
マルクレ

1946 ３月５日
シャンゼリゼ

ダンス・コンサート
Concert de Danses マルセル・ベルジェ 　

W.A.モーツァルト
Mozartiana: Ste No.4

（チャイコフスキー編曲）

アンドレ・
ボールペール

1946 ３月９日
シャンゼリゼ

ユピテルの恋
Les amours de Jupiter ローラン・プティ ボリス・コフノ

ジャック・イベール
「ユピテルの恋」
Les amours de Jupiter

ジャン・ユゴー

1946 ３月11日
シャンゼリゼ

ロス・カプリチョス
Los Caprichos

アナ・ネバダ，
フアニート・ガルシア 　

ラファエル・アングレス，
マテオ・アルベニス，
アントニオ・ソレール

アントニ・クラーベ

1946 ６月25日
シャンゼリゼ

若者と死
Le Jeune Homme et la
Mort

ローラン・プティ ジャン・コクトー
J.S.バッハ

「パッサカリア・ハ短調」
（レスピーギ編曲）

美術：ジョルジュ・
ワケヴィッチ
衣裳：クリスチャン・
ベラール，カリンスカ
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1946 10月10日
クロイドン

エナメルの目をした娘あ
るいはコッペリア
La Fille Aux Yeux 
D’Émail Ou Coppelia
(2e acte)

サン-レオン，
ヴィクトール・
グゾフスキー

　 レオ・ドリーブ

美術：スタニスラオ・
レプリ
衣裳：ディミトリ・
ブーシェン

1946 　 黒鳥
Le Cygne Noir 

マリウス・プティパ ，
レフ・イワーノフ 　 P.I.チャイコフスキー ジャン-ドニ・

マルクレ

1946 12月19日
シャンゼリゼ

洗濯女の舞踏会
Le Bal des 
blanchisseuses

ローラン・プティ ボリス・コフノ
ヴァーノン・デューク

「洗濯女の舞踏会」Le Bal 
des blanchisseuses

スタニスラオ・レプリ

1946 12月30日
シャンゼリゼ

ラ・シルフィード（2幕）
La Sylphide

フィリッポ・タリオーニ
復元・再振付：
グゾフスキー

アドルフ・ヌリ ジャン-マドレーヌ・
シュナイツホファー　

美術：アレクサンドル・
セレブリャコフ
衣裳：クリスチャン・
ベラール

1947 １月７日
シャンゼリゼ

道化師の朝の歌 
Alborada del Gracioso 　 　

モーリス・ラヴェル
「道化師の朝の歌」Alborada 
del Gracioso

Grau Sara?

1947 11月12日
シャンゼリゼ

13のダンス
Treize Danses ローラン・プティ 　 アンドレ・グレトリ クリスチャン・

ディオール

1947 11月21日
シャンゼリゼ

ドン・キホーテの肖像
Portrait de Don Quichotte アウレリオ・ミローシュ コフノ，ミローシュ

ゴ ッ フ レ ー ド・ ペ ト ラ ッ
シ「ドン・キホーテの肖像」
Ritratto di Don Chisciotte

トム・キーオ

1947 11月
シャンゼリゼ

「胡桃割り人形」よりグラ
ン・パ・クラシック
Grand Pas Classique du 
Casse-Noisette 

サン・レオン
改訂：ゴードン・
ハミルトン

　 P.I.チャイコフスキー 　

1948
６月７（17?）日
スイス・ベルン歌
劇場

優雅な宴
Fête Galante

ヴィクトール・
グゾフスキー ボリス・コフノ

クロード・アリュー
「 優 雅 な 宴 」Fête Galante: 
divertissement-ballet pour 
orchestre

アンドレ・
ボールペール

《ダンス・コンサート》
と同様のもの

1948 ６月21日ローザン
ヌ市立劇場

美女と野獣
La belle et la Bête 　 　 　 　

1948
９月26日
ロンドン・プリン
ス劇場

創造　La Création ダヴィット・リシン ダヴィッド・リシン 　 　

1948 11月８日
シャンゼリゼ

出会い，あるいはオイディ
プスとスフィンクス
Le Rencontres ou Œdipe 
et le Sphinx

ダヴィット・リシン ボリス・コフノ アンリ・ソーゲ
「出会い」Le Rencontres

クリスチャン・
ベラール

1948 11月10日
シャンゼリゼ

パ・ド・カトル
Pas-de-quatre

ヴィクトール・
グゾフスキー 　 R.シュトラウス 衣裳：ジュリオ・

コルテラッチ

1948 11月16日
シャンゼリゼ

オルフェウス
Orpheus ダヴィット・リシン 　

イ ー ゴ リ・ ス ト ラ ヴ ィ ン
ス キ ー　「 オ ル フ ェ ウ ス 」
Orpheus

マヨ

1948 11月19日
シャンゼリゼ

仮装舞踏会
Mascarade

ヴィクトール・
グゾフスキー ボリス・コフノ ジョルジュ・ビゼー マルセル・ヴェルテ

1948 12月６日
シャンゼリゼ

奇想曲ワルツ
Valse Caprice ダヴィット・リシン 　 ガブリエル・フォーレ クリスチャン・

ベラール

1948 12月13日
シャンゼリゼ

アモールとその愛
L’Amour et son amour ジャン・バビレ ジャン・バビレ セザール・フランク

「プシュケ」Psyché ジャン・コクトー

1949 ４月19日
シャンゼリゼ 夜　La nuit ジャニーヌ・シャラ ボリス・コフノ アンリ・ソーゲ

「夜」La nuit

美術：クリスチャン・
ベラール
衣裳：カリンスカ

1949 ４月23日
シャンゼリゼ

雪片
Flocons de Neige

アンナ・パヴロワ，
アレクサンドル・
ヴォリーニン

　 P.I.チャイコフスキー 　

1949 11月８日
シャンゼリゼ

夏休みの宿題　
Devoirs de vacances ジョン・タラス ボリス・コフノ

ウィリアム・ウォルトン
「 子 ど も の た め の 音 楽 」
Music for Children，
Galop 

セシル・ビートン

1949 11月８日
シャンゼリゼ

ラジオの修理工あるいは
夢中の恋
Le réparateur de radios 
ou d’amour et d’eau 
fraîche

ジョン・タラス エルザ・トリオレ ジャン・リヴィエ ブラッサイ

1949 11月９日
シャンゼリゼ

ティル・オイレンシュピー
ゲル
Til Eulenspiegel  

ジャン・バビレ ジャン・バビレ
R.シュトラウス

「ティル・オイレンシュピー
ゲル」Til Eulenspiegel  

トム・キーオ

1949 　 オーロラの結婚
Le mariage d’Aurore

プティパ，
グゾフスキー（再振付） 　 P.I.チャイコフスキー 　
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1.1．�1945年10月：最初のシーズンの上演プログ
ラム

バレエ・デ・シャンゼリゼの最初のシーズン
（1945年10月12 〜 31日）の初日のプログラムは，
《「眠れる森の美女」より森》La Forêt Fragment 
de “La belle au Bois dormant”，《カルタ遊び》
Jeu de Cartes，《旅芸人》であった。
《森》は，パリの民間バレエ・スタジオ，ステュ

ディオ・ヴァッケールでプティらを指導してい
たロシア人教師オリガ・プレオブラジェンスカ
ヤ Olga Préobrajenska（1871-1962）がマリウス・
プティパ Marius Petipa（1818-1910）振付《眠れ
る森の美女》（初演1890年）の第２幕を復元・再
振付したものである12。バレエ・リュスの美術を
担当していたアレクサンドル・ブノワ Alexandre 
Benois（1870-1960）が舞台美術・衣裳を担当し
た。リュドミラ・チェリーナ Ludmila Tcherina

（1924-2004）がオーロラ姫，ユーリ・アルガロフ 
Youly Algaroff（1918-1995）が王子の役をそれぞ

1949 　 白鳥の死　
La mort du cygne 　 セルジュ・リファール 　 F.ショパン 　

1949 11月12日
シャンゼリゼ

グラン・パ・クラシック
Grand Pas Classique

ヴィクトール・
グゾフスキー 　

ダニエル–フランソワ–エス
プリ・オーベール「マルコ・
スパダ，あるいは盗賊の娘」
より4曲使用

衣裳：ピエール・
バルマン

1949 11月15日
シャンゼリゼ

画家とモデル　
Le peintre et son modèle レオニード・マシーン ボリス・コフノ

ジョルジュ・オーリック
「画家とモデル」Le peintre 
et son modèle

バルテュス

1949 11月29日
シャンゼリゼ

エロディアード
Hérodiade ジャニーヌ・シャラ （マラルメの詩をもと

に）

パウル・ヒンデミット
「 エ ロ デ ィ ア ー ド 」
Hérodiade 

ピーター・
サンダーランド

1950 ６月13日
シャンゼリゼ

ロマン組曲
Suite romantique イヴェット・ショヴィレ 　 F.ショパン 　

1950 ６月16日
シャンゼリゼ

ノクターン 
Nocturne 

ヴィクトール・
グゾフスキー

コンスタンティン・
ネポ

W.A.モーツァルト
「アイネ・クライネ・ナハ
ト ム ジ ー ク 」Eine Kleine 
Nachtmusik

衣裳：ピエール・
バルマン

1950 ６月20日
シャンゼリゼ

女曲馬師
L’écuyère セルジュ・リファール

コンスタンティン・
ネポ

（カフカの小説より）
ジョゼフ・コズマ コンスタンティン・

ネポ

1950 ６月 火の鳥
L’oiseau de feu イヴェット・ショヴィレ イヴェット・ショヴィ

レ
イーゴリ・ストラヴィン
スキー 　

1951

ドン・キホーテ・
パ・ド・ドゥ 
pas-de-deux du Don 
Quichotte

マリウス・プティパ 　 レオン・ミンクス 　

1951 ５月１日
フライブルグ

森の即興劇
L’Impromptu au Bois ルース・ペイジ 　

ジャック・イベール
「ゴールド・スタンダード」
Gold Standard

ジョルジュ・
ワケヴィッチ

1951 ５月 オーバード
Aubade セルジュ・リファール 　 フランシス・プーランク

「オーバード」Aubade
美術：コンスタンティ
ン・ネポ

1951 10月３日
アンピール劇場

ロマンツァ・ロマーナ
Romanza Romana フランク・スタッフ 　

ピエール・プティ
「ロマンツァ・ロマーナ」
Romanza Romana

ギヨーム・ジレ

1951 10月16日
アンピール劇場

ルヴァンシュ
Revanche ルース・ペイジ 　

ジュゼッペ・ヴェルディ
「イル・トロヴァトーレ」Il 
Trovatore

アントニ・クラーベ

1951 10月29日
アンピール劇場

呪われた人
La Damnée ウォルター・ゴア 　

サミュエル・バーバー
「交響曲第1番ホ短調」
Symphony in one 
movement,Op.9 

イヴ・ボナー

筆者作成。シャンゼリゼ劇場＝シャンゼリゼ。特定できなかった項目は空白にしてある。

写真１《「眠れる森の美女」より森》の
　　　　　　　リュドミラ・チェリーナ

Boris KOCHNO, Christian Bérard (London, 1988), 197.
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れ踊った（写真１参照）13。さらにプレオブラジェ
ンスカヤの生徒で17歳のイレーヌ・スコーリク 
Irène Skorik（1928-）がリラの精の役を踊り，注
目を浴びた14。
《カルタ遊び》は，コフノが21歳のシャラに振

付を依頼した15。ポーカー勝負から得たアイデア
を基にしたこの作品において，シャラの音楽に対
する高度な解釈が賞賛され「新しいフランスの一
団の作品の中で最も興味深い」との評価を受けた。
さらに，この作品で最も活躍するジョーカー役の
バビレが注目を浴びた16。やや興奮気味に書かれ
た初日の評の１つを『リベラシオン−ソワール』
誌が伝えている。「ブラボー。ストラヴィンスキー
の音楽は絶えずごつごつしていて難しい。良い選
曲だった。セルジュ・リファールのインスピレー
ションがそこにはあった。・・・不吉なジョーカー
役のバビレは完璧！」17。

14日に上演された《草上の昼食》Le Déjeuner 
sur l’herbe では，ベラールがリドヴァにプティ
のための台本を依頼し，舞台美術・衣裳は画家マ
リー・ローランサン Marie Laurencin（1883-1956）
に依頼され，ローランサンの画風に特徴的な淡い
青やモスグリーンなどの色遣いの衣裳が印象的な
舞台となった18。作品は「ローランサンの精神的
かつ感動的な舞台美術で，大戦前の良き時代の優
しさと素朴な陽気さを彷彿とさせるもの」と評さ
れた。しかし全体的な評判は良くなかったのか，
バレエ団のレパートリーの中でもこの作品の再演
数は少ない19。この最初のシーズン中，パリのテ
レビで「パリの新しいバレエ団」としてバレエ団
の稽古風景の映像が紹介された20。

バレエ・デ・シャンゼリゼの最初のシーズンを，
音楽評論家のロラン＝マニュエルは『レ・レット
ル・フランセーズ』誌で以下のように総評した。「こ
のバレエ団はロシア人を起源に持つ，あるいはロ
シア人教師に師事した若い団員たちで構成されて
いる。彼らはいくつかのところで統一性に欠けて
おり，稽古の時間の問題もある。・・・しかしバ
レエ愛好家の最上の喜びと驚きは名もなき〈エト
ワール〉の出現に居合わせることである。バレエ・
デ・シャンゼリゼの初日のその喜びは，イレーヌ・
スコーリクとジャン・バビレであった。・・・《旅
芸人》は音楽的で，魅力的で美しい，最も入念な
振付作品。《森》では若いイレーヌ・スコーリク
がリラの精のバリエーションで輝きに満ちてい
た。・・・《カルタ遊び》は，あらすじはシンプル
だが，要求の多い創意工夫に富んだ振付」21。以
上の批評からは，バレエ団の未熟な点を指摘しつ
つも，「新星」の出現を喜び，期待していること
が導き出される。戦後直後に結成された若いバレ
エ団はロラン＝マニュエルをはじめパリの人々に
好意を持って受け入れられたと言ってよい。

一方，同時期45年のパリ・オペラ座の新作は，
リファールが去った後の1945〜46年に暫定的に
メートル・ド・バレエとなったエトワールのセル
ジュ・ペレッティ Serge Peretti（1910-1997）振
付の《山の叫び声》L'Appel de la montagne（７
月９日）のみで，46年は一作もない22。グゾフス
キーも一時的にメートル・ド・バレエに迎えられ
るが，長くは続かなかった。リファールはヌーヴォ
･バレエ･ド･モンテカルロ Les Nouveaux ballets 
de Monte-Carlo で活動を始め，またリファール
を慕ってシャラ，ショヴィレやルネ・ジャンメー
ル René Jeanmaire（1924-）らも同バレエ団に参
加したために，パリ・オペラ座は魅力を失った。
そのようなパリ・オペラ座の低迷期であったから
こそ，バレエ・デ・シャンゼリゼはバビレらオペ
ラ座出身の若いダンサーたちと新たな内容のバレ
エで第１シーズンから人々を魅了したとも言える。

1.2．1946年とイギリスツアー
1946年４月にはバレエ団の最初の大規模な海外

ツアーとなるロンドンでもバレエ団は成功を収
め，その勢いを増していった。バレエ団を主導し
たコフノは，バレエ・リュスの時の慣習に則り自
身で台本を書き，新しく独創的な画家や舞台美術
家を見出して舞台美術や衣裳を際立たせようとし
た。ベラールは大いにコフノの仕事を助け，ベラー
ルやジャン・コクトー Jean Cocteau（1889-1963）
と交流を持っていた画家，舞台美術家らをバレエ
団に迎えた。それぞれの仕事を担当するアーティ
ストたちがそれぞれ自身の考えや思想を伝えて議
論し，直感的に数日で１つのバレエを創りあげた。
バレエ・デ・シャンゼリゼがパリ・オペラ座バレ
エと異なり，アカデミックな雰囲気よりも新鮮で
自由さに満ちあふれ，振付には即興的な要素も多
く含んだ作品を創作したバレエ団であったことも，
人々を魅了した要因だろう。

３月のパリでの第２シーズン（２〜19日）で注
目されるのは，エトワールとして迎えられ，イギ
リスツアーにも同行したソランジュ・シュワルツ 
Solange Schwarz（1910-2000）の参加ではないだ
ろうか。このシーズンの新作《ダンス・コンサー
ト》Concert de Danses は，シュワルツのために
マルセル・ベルジェ Marcel Bergé（1891?-19?）
が振付をした23。シュワルツは戦前，パリ・オペ
ラ座のエトワールであったが，戦後リファールと
同様にオペラ座を追放されていた。このことに関
しては，パリでジャーナリストをしていたアラン・
ライディングがシュワルツの「復帰が早過ぎない
か」と疑問を呈した24。だが，当時の新聞記事等
にはシュワルツの踊りの技術的な点を高く評価す
る記事が多く見られる。
《ユピテルの恋》Les amours de Jupiter は，コ
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フノが45年にジャック・イベール Jacques Ibert
（1890-1962）に作曲を依頼したものである（写真
２参照）。この作品におけるプティの振付は「サー
カスの遊びやミュージック・ホール，イタリア風
のパントマイムや表情がある」，「表象豊かで，所
作は新鮮で革新的」と評された25。プログラムに
ついては《ダンス・コンサート》と合わせて「宮
廷バレエの格調高いスタイルとミュージック・
ホールのアクロバティックなスタイルを調和させ
て組み合わせている」と指摘された26。イギリス
の舞踊批評家アーノルド・ハスケルは，ロンドン
で初演された《ユピテルの恋》を鑑賞し，「私が
見た公演の中で最もエロティックなバレエであっ
た」27 と書き残している。

当初はリファールの影響を受けていたプティの
振付は，アメリカ文化などの影響を受けて，上
述の批評に描写されたような大胆でミュージッ
ク・ホール風のアクロバティックでエロティック
なスタイルを取り入れたものとなる。そのような
振付の特徴は後年のプティの振付にも当てはまる
が，それはすでにこの頃にはプティの振付の特徴
となっていた。

46年４月のロンドン公演（アデルフィ劇場 
Adelphi Theatre）は，興行師ジャック・ヒルト
ンの紹介によって実現した。公演プログラムの表
紙は真っ赤に塗り上げられた背景が強烈なベラー
ルの《旅芸人》のデッサンによるもので，序文に

はコクトーの次のような文章の英訳が挟まれてい
た。「ディアギレフの片腕だったボリス・コフノ
が，今，本物の若者の舞踊の祭りを主催する。画家，
振付師，ダンサーたちが再びここに集う。ローラ
ン・プティのまわりに，飛び散った水銀がまた集
まり，ふるえ，そしてきらめくひとつの塊を形づ
くる」28。このロンドン公演は戦後のイギリスで
非常に新鮮なものと受け取られ，その中では《旅
芸人》が最も人気を得た。バビレは「《青い鳥》
の名人」と評されてアイドル的存在となり，多く
のバレエ愛好家や批評家たちがバビレを「新しい
ニジンスキー」と評したほどだった29。舞踊批評
家のシリル・ボーモントやリチャード・バック
ルは若いバレエ団を情熱的に支持し，絶賛した30。
ハスケルは「コフノは我々の時代のテオフィール・
ゴーティエであり，この詩人はダンスと舞台美術
という媒体を通して彼自身を表現している」と褒
め讃えた31。このようにバレエ・デ・シャンゼリ
ゼは最初の海外ツアーから著名な舞踊批評家たち
によって絶賛された。

ロンドン公演の成功の一方で，プティとコフノ，
劇場支配人ユード，バレエ団支配人ドゥッソルゲ
の４人の間に緊張が走り，バレエ団の雰囲気は次
第に悪化した。その雰囲気に耐えられず，リド
ヴァはロンドン・ツアー終了後にバレエ団を去っ
た。そもそも，当初から「複雑で細かい性格」の
コフノとプティの協力体制は順調ではなかった32。
《ランデヴー》の初演の１ヶ月後，すなわちバ

レエ・デ・シャンゼリゼが結成される1945年の夏
に，《ランデヴー》の舞台美術を担った写真家の
ブラッサイ Brassaï（1899-1984）らがこの作品の
緞帳のために絵を提供したパブロ・ピカソPablo  
Picasso（1881-1973）の家を訪ねた。ピカソはダ
ンス・リサイタル「ダンスの夕べ」のダンサーや
スタッフのことを「全体としてバレエ団の質はい
いね。ただ，まだ十分に統制がとれていない」と
応え，バレエ・リュス時代から20年以上の知己で
あるコフノについて次のように話した。「彼はディ
アギレフじゃないよ，残念ながら！」33。すなわ
ち，ピカソは，バレエ団結成時のコフノについて，
ディアギレフほどのバレエ団を率いる統制力はな
い，と見抜いていたと言える。

プティがバレエ団から孤立し始め，コフノらバ
レエ団の幹部たちとそりが合わなくなったことに
ついては，自分がロンドンにおいても振付家・ダ
ンサーとして認められたが「けっして技術の名手
ではなかった」34 ため，ロンドン公演における技
術面でも優れたバビレのアイドル的な人気などが
自意識の強いプティの気分を害したことも一因で
あると推測出来る35。しかし，後にプティも退団
することになる最大の理由は，後年プティ自身が
告白している通り，「ダンスのマキアヴェリスト」

写真２《ユピテルの恋》の「レダと白鳥」シーンの
　　　　 プティとスコーリク

Marcel SCHNEIDER, Michel MARCELLE, Jean ROBIN, 
Danse à Paris-Ballets des Champs-Elysées/ Festival 
international (Paris, 1983).



－17－
『舞踊學』第37号　2014年

コフノに「犬のように調教され」ることに耐えら
れなくなったからだろう36。プティは次第に，自
身がより自由に創作出来る環境を求めるように
なっていった。

46年６〜７月のパリ・シーズンでの新作は，主
人公が舞台上で首吊り自殺をするという内容
の《若者と死》のみであり，そのストーリーや
音楽，若者＝バビレの表現が人々に衝撃を与え，
それはこの作品のイギリス公演でも同様であっ
た37。秋には最年少の12歳でネリー・ギェルム 
Nelly Guillerm（1933- ヴィオレット・ヴェルディ 
Violette Verdy の本名）が入団した38。

12月19日〜47年１月22日のパリ・シーズンで
は，メートル・ド・バレエにゴードン・ハミルト
ン Gordon Hamilton（1918-1959）がなり，プティ
は振付監督となった。《洗濯女の舞踏会》Le Bal 
des blanchisseuses では，ヴァーノン・デューク 
Vernon Duke（1903-1969）のジャズ風の曲に合
わせてダニエル・ダルマンス Danielle Darmance

（1928-）がバック転をするなど，体操的な動きを
多く取り入れた振付が見られる39。衣裳や群舞の
写真からは，プティのその後の成功作品《カルメ
ン》に通じる雑多な雰囲気が見て取れる（写真３
参照）40。

12月30日には「バレエ・ロマンティックの原
型」41 とされる《ラ・シルフィード》（フィリッ
ポ・タリオーニ Filippo Taglioni（1777-1871）振

付）の復元版上演をグゾフスキーが手掛けた。プ
ログラムには作品について次のように記載された。

「1832年３月12日パリ・オペラ座で初演されたバ
レエ・ロマンティックの主要な作品である。1860
年９月24日以来パリ・オペラ座で再演されていな
かったこの作品を我々の世代は誰も目にしていな
い」42。作品のために，《旅芸人》初演メンバーの
一人であったヴィルボヴァがあらためてエトワー
ルとして迎えられた。作品の復元，再振付につい
ては，ヴィルボヴァによると，グゾフスキー版と
ピーエル・ラコット Pierre Lacotte（1932-）版

（1972）は「台本も音楽もスタイルも同じなので
すが，それぞれが資料を集め，パのつなぎ方が違
う」43 という。47年６月にロンドンのウィンター・
ガーデン劇場 Winter Garden Theatre でバレエ
団が公演をした時にヴィルボヴァのシルフィード
を観たハスケルは以下のように絶賛した。「ダン
サーと役が完璧に調和している。・・・そのよう
な踊りを分析することは困難である。人は感じ，
賞賛することは出来るが，けっして評価すること
は出来ない。・・・ロンドンのヴィルボヴァのデ
ビューはそのような出来事であった。疑いようも
なく彼女はシルフィードであった」44。また，ハ
スケルは「このバレエ団の舞台美術と音楽は非常
に芸術的だが，コール・ド・バレエはかなり力不
足」とも評した45。

以上の批評や評価やその後もバレエ団が７度イ
ギリスに渡って公演をしたことを鑑みると，バレ
エ団がイギリスでも成功を収め，戦後直後のイギ
リスのダンス界に新しい風を運んだと言えるだろ
う。

1.3．1947 年とプティの離脱
パリ・シーズン（11月12日〜12月３日）の初

日には《13のダンス》Treize danses が披露さ
れ，ファッション・デザイナーのクリスチャン・
ディオール Christian Dior（1905-1957）がデザ
インした衣裳と舞台美術に多額の費用がかけら
れた46。47年２月にブティックを立ち上げ最初の
ファッションショーで注目を集めていたディオー
ルは，友人のベラールとコフノの依頼でこの仕事
を受け，音楽の選曲にも関わった47。だが，《13
のダンス》は「全くファンタスティックな感じが
しない・・・ボードビル風の再現」48 との評や，「ス
タイリッシュな衣裳をクリスチャン・ディオール
が考案した。若いダンサーたちの技術は良い。し
かしそれ以前にクチュールの成功した作品であ
る」49 との評から伝わるように，衣裳の豪華さが
目立つ作品となった。《ドン・キホーテの肖像》
Portrait de Don Quichotte は，ミラノ・スカラ座
のバレエ監督のアウレリオ・ミローシュ Aurelio 
Milloss（1906-1988）にコフノが振付を依頼した

写真３《洗濯女の舞踏会》
プティとダルマンス

Opéra national de Paris, Hommage à Boris Kochno 1904-
1990 (Paris, 2001)
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ものである50。この時期から，バレエ団に対して
は「若く立派なバレエ団は多くの良いバレエと価
値あるオリジナル音楽を有している」51 との評は
出たものの，「《旅芸人》，《ダンス・コンサート》，《カ
ルタ遊び》や《ユピテルの恋》の創造の源は枯渇
したのだろうか」といった厳しい評も出始める52。
45年の第１シーズンからそれまで，バレエ団はか
なりの人気を得ていたからである53。

同時期，パリ・オペラ座では，ベルジェが47年
１月にジャック・イベールの曲で《ディアヌ・ド・
ポワティエ》Diane de Poitiers を振付して発表し，
その後バランシンが短期間のメートル・ド・バレ
エとして迎えられたが，それほどの人気を得な
かった。パリ・オペラ座から永久追放措置となっ
たものの１年間の停職で放免となったリファール
が９月にメートル・ド・バレエとして戻ってくると，
当初はリファールの復帰に反対した劇場の大道具
係のストライキなどで公演が出来なかった。しか
し，リファールとともに戻ってきたショヴィレ主
演の《ミラージュ》Les Mirages（12月15日）な
どリファール振付の新作が目白押しとなると，オ
ペラ座は再び人気を取り戻し始めた。

シャンゼリゼ劇場での冬のシーズンを終えた47
年末にプティはバレエ団を去る。既にプティの父
親は経済的援助をしておらず，ユードは負債を抱
えていた54。コフノに「犬のように調教された」
環境から抜け出し，しばらくして自身のバレエ団
を設立したいとリドヴァに協力を求め始めたプ
ティは，バレエ・デ・シャンゼリゼのダンサーら
に声を掛けた。後に数人がプティのバレエ・ド・
パリ Ballets de Paris で活躍した55。だが，バレ
エ・デ・シャンゼリゼの支配人ジャン・ロバン 
Jean Robin の目には，プティのバレエ団の流儀
はコフノの教えに則っているように映っていた56。
プティはより自由な環境で活動したいと願ってバ
レエ団を飛び出したものの，やはり育て親コフノ
の影響力は強かったと言わざるを得ない。例えば，
プティはコフノのように社交界に頻繁に通い，多
くの画家やファッション・デザイナーを自身の創
作に関わらせた。

舞踊批評家のホールは，「バレエ団の一番の成
功」である《若者と死》の後はコフノも彼の協力
者達も振付にはあまり興味を持たなくなり，彼ら
にとってのバレエは「ディアギレフのカクテル・
バレエのように舞台美術が最重要なビジュアル・
スペクタクルであり，それに比較して言えばダン
スはほとんど重要でなく，バレエの原理の間の不
調和は避けられ」ず，結果的に振付を軽視する彼
らに反抗したプティは追いやられたと指摘する。
舞踊批評家のウィリアムソンも，バレエ団の作品
は音楽よりも舞台美術に重きを置き，振付には「ス
タイルの欠落も多くある（古典は退屈で，振付上

の崩壊が見られる。また威厳ある身のこなしを犠
牲にしてアクロバティックな速さで表現されてい
る）」と指摘した57。

以上の批評を検証すると，コフノがバレエ作品
の衣裳や舞台美術を目立たせることに力を入れた
ために，かえって振付よりもそれらが目立つ結果
を招き，それらが次第にバレエ団の人気を衰えさ
せることにもなったと言えよう。

2．1948-51：創作の嵐と分裂
プティが去った後，グゾフスキーがバレエ団の

メートル・ド・バレエとなった。48年以降のバレエ・
デ・シャンゼリゼは，ヨーロッパツアーやブラジ
ル，エジプトやレバノンでも公演を行った。バレ
エ団はロンドンのバレエ雑誌にはシャンゼリゼ劇
場のバレエ団として伝えられていた58。そのよう
にバレエ団は劇場の座付き，オーケストラ付き，
という贅沢な環境の中にあったが，常に資金不足
に悩まされ，その存続が次第に難しくなっていっ
た。コフノは作品を様々な振付家に依頼し，バレ
エ団へのダンサーの出入りも激しくなり，パリ・
オペラ座のエトワール，イヴェット・ショヴィレ
らがゲスト・ダンサーとして迎えられてゆく。結
局，48年11月初演《出会い，あるいはオイディ
プスとスフィンクス》Le Rencontres ou Œdipe et 
le Sphinx がバレエ団最後の成功した作品となっ
た。バレエ団が傾いていった理由は資金不足に
あっただけでなく，バレエ団の大きな柱であった
ベラールの49年２月の突然の死にもあった。

2.1．最後の成功：1948年
48年はパリでの秋のシーズンまで，一団はほぼ

ツアーに廻っていた59。夏にはコフノはダヴィッ
ト・リシンと妻のタチアナ・リアブーシンスカ 
Tatiana Riabouchinska（1917-2000）をバレエ団
に迎え，リシンは48年に４作品の振付をした60。
バレエ団は８月31日から約１ヶ月間，ロンドンの
プリンス劇場 Prince Theatre で公演をした。こ
のツアー中に初演されたリシン振付の《創造》
La Création は，作品を創作する時の振付のイマ
ジネーションをテーマに，無音で衣裳・舞台美術
もなく，稽古着で踊られた。舞踊批評家のピエー
ル・ミショーは次のように評価した。「稽古中の
振付のイマジネーションの理想，不安，欲望，ア
イデアが取り入れられ，インスピレーションの目
覚めを想起させる。可塑的なイメージの勢いと光，
統合の美，作品に着手するバビレの身振りの雄弁
さは，全て静寂の中で展開され，確実な成功を収
めた」61。バレエ団の作品の中でも，振付のみで
構成された作品は《創造》のみだが，このような
作品も高い評価を得ていることは注目に値する。

48年のパリ・シーズン（11月８日〜12月15日）
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は盛大に開催された。ピカソの版画がプログラ
ムの表紙を飾り，ジャン-ポール・サルトル Jean-
Paul Sartre（1905-1980）がプログラムに序文を
寄せた62。12月３日の公演は，《旅芸人》250回公
演を記念して，この作品のために作曲をしたアン
リ・ソーゲ自らが指揮棒を振るという特別なもの
であった63。

初日のシャンゼリゼ劇場は満員であった。新
作《出会い，あるいはオイディプスとスフィンク
ス》は，ギリシャ神話に基づいたテーバイでのス
フィンクスとオイディプスの出会いを描いた作品
で，オイディプスをバビレ，スフィンクスをレス
リー・キャロン Leslie Caron（1831-）が踊った（写
真４参照）。振付以外は《旅芸人》の時と同じスタッ
フであった。キャロンによると多くの即興があっ
たという64。

この作品では，ベラールのサーカスの空中ブラ
ンコのような舞台美術が特に強い印象を与え，そ
れは批評家たちにも絶賛された。プティも手放し
で次のように称賛した。「《出会い》は何て素敵な
バレエなんだ。レスリー・キャロンは私のバレエ

《13のダンス》でデビューした時にはまだ内気な
子供だったのに，スフィンクスの役で空中ブラン
コの踏切台からオイディプスに質問して感情を爆
発している。彼女の白くかたどられた，先の尖っ
た両耳と長いかぎ爪がついて長く伸びた両手，そ
れは夢のような出現で，ベラールだけが出現させ
ることの出来る演劇的効果なのだ」65。このシー
ズンの最後の新作はバビレの《アモールとその愛》

L’Amour et son amour であった。バビレはコク
トーにタイトルや衣裳・舞台美術についての助言
を求めた。この作品ではパ・ド・ドゥや演劇的な
点が評価された66。

2.2．1949年：クリスチャン・ベラールの死
49年２月ベラールが突然の心臓発作で亡くなっ

た。バレエ団の南フランスでのツアー中のこと
だった67。４月19〜27日のパリ・シーズンは「オ
マージュ・ベラール」と題され，初日には1930年
にリファール振付・主演で初演されていたベラー
ルの舞台美術・衣裳の《夜》La Nuit がシャラの
新たな振付で上演された68。

ベラールの突然の死とともに，ギェルムが言う
ところのバレエ団の「典型的なフランスの芸術的
雰囲気や人間味が失われていった」69。ワンマン
で癖の強い性格のコフノを支えるベラールはバレ
エ団の潤滑油のような役割を担っていたため，ベ
ラールの不在によって「冷酷な」コフノ主導のバ
レエ団は雰囲気が悪化し魅力を失っていった70。

さらに，最大のライバルとなったバレエ・ド・
パリの《カルメン》Carmen がロンドンで大成
功を収めたのもこの時期である。《カルメン》に
おけるプティについて，舞踊批評家のフランク・
ジャクソンは次のようにその特徴を捉えた。「彼
の作品には，疑いようもなくディアギレフの秘書
であったボリス・コフノの影響を受けた側面があ
る―それに加えてプティ自身の揺るぎない，典型
的な，フランス的で現実離れしていない面もあ
る」71。 

そのような状況下でも，バレエ団の49年秋のパ
リ・シーズン（11月８日〜12月５日）は多作なシー
ズンだった。とはいえ，初日にジョン・タラス振
付の２つの新作が発表されたものの，２作品とも
再演もされず72，舞踊批評家のミショーは「取り
返しのつかない失敗」，「ジョン・タラスの評判を
危うくした」73 と書き残している。《グラン・パ・
クラシック》Grand Pas Classique では，ショ
ヴィレ，ウラディミル・スクラトフ Vladimir 
Skouratoff（1925-）のためにグゾフスキーが振付
をした。この作品はダンサーに難解なテクニック
を要求し，現在までも著名な世界的バレエ・ダン
サー達を魅了し，ガラなどで踊られ続けている74。

《画家とモデル》Le peintre et son modèle は画家
のバルテュスBalthus（1908-2001）が舞台美術を
担当した作品で，芸術家のアイデアとの葛藤を
テーマにし，「画家の不安をモデルの衣裳を何度
も変えるという修正の繰り返し」で見せた「エロ
ティックなパ・ド・ドゥ」であった75。

このようにベラール亡き後もバレエ団は次々と
新作を発表し，なんとか存続しようとしていたが，
バビレによれば，数年間ダンサーへのギャラの支

写真４《出会い》のバビレとキャロン

Hubert GOLDSCHMIDT, ‘A Conversation with Jean 
Babilée’ Ballet Review v.2.2 (Summer 1994)
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払いはほとんどなかったという76。49年秋のパリ・
シーズンの後，ロジェ・ユードが破産申し立てを
した。さらにプログラムのデザインや豪華さも次
第に失われていったことが確認出来る。

2.3．1950〜51年：バレエ団の解散
1950年５月，バビレとフィリッパールの夫婦が

バレエ団を退団した。バレエ団はアメリカ，オー
ストラリアへのツアーに行く予定であったが，45
年からバレエ団の〈エトワール〉であり続けたバ
ビレの退団は打撃だった77。

50年６月のパリ・シーズン（６月13 〜 24日）
がシャンゼリゼ劇場最後のシーズンとなった。プ
ログラムには「ダンスの芸術家協会とコンスタン
ティン・ネポ主催，バレエ・デ・シャンゼリゼと
イヴェット・ショヴィレ」と書かれている。画家・
舞台美術家でショヴィレの夫のコンスタンティ
ン・ネポ Constantin Nepo（1915-1976）がショヴィ
レと共同で創作した作品を含め，全てショヴィレ
が主演した。ショヴィレとネポの資金に頼ったこ
のシーズンは，バレエ・デ・シャンゼリゼがその
実質をほとんど失ったことを象徴する。

メートル・ド・バレエにはマリカ・ベゾブラソ
ヴァ Marika Bessobrasova（1918-2010）が就任
した。新作のほとんどはショヴィレとスクラトフ
を中心に上演され，《女曲馬師》L’Ecuyèreはショ
ヴィレ以外の人は踊ることが出来ない作品であっ
た78。　

51年，バレエ・デ・シャンゼリゼは存続の危機
に怯えながら，最後のパリ・シーズンは再びダン
スの芸術家協会の公演として51年10月３〜31日
にアンピール劇場 Théâtre de l’Empire にて行わ
れた。コフノがルース・ペイジ Ruth Page（1899-
1991）やウォルター・ゴア Walter Gore（1910-1979）
に助けられて，なんとかやりくりした79。

パリ・シーズン最終日の10月31日には《旅芸人》
の437回目の上演で幕が閉じられた。パリの観客
と批評家には期待外れのまま，バレエ団は活動を
終えた。ついに，11月27日のローザンヌでの公演
での《旅芸人》の449回目の上演を最後に，バレ
エ団は解散を余儀なくされた80。しかし，バレエ・
デ・シャンゼリゼから巣立ったダンサー達はその
後もパリ・オペラ座などでパリを中心に活躍し
た81。パリ・オペラ座で人気を取り戻したリファー
ルは再び自身も踊り，52年には来日公演をするな
ど，58年まで活躍した。

おわりに
バレエ・デ・シャンゼリゼの全体像とその意義

は次のようにまとめることができる。全体を通じ
てバレエ団の活動の特徴は，芸術監督であるコフ
ノが新作の創作意欲を強く持ちつつ自身で台本を

執筆し，若く新鮮味のあるプティがその台本を振
付けするパターンの作品が大半を占め，それらが
バレエ団の人気を後押ししたことにある。

他方で48年以降には，グゾフスキーやリファー
ル，そしてリシン，マシーンなど世界的に有名な
振付家にも振付が依頼されている。この場合，新
作の依頼がほとんどだったが，既成作品の再演も
徐々に増えていった。小規模なバレエ団であった
ため，上演作品には20分ほどの短めの一幕ものな
どの小品が多く見られた。芸術監督コフノは，バ
レエ・リュス時代の慣習に則り，新しく独創的な
芸術家たちに仕事を依頼した。音楽，振付，衣裳，
舞台美術を選択する際にはベラールの協力を大い
に得て，当時のパリの芸術家たちと共同したオリ
ジナル作品を多く創出した。バレエ団に関わった
芸術家は美術界だけでなく映画界や文学界，写真
の分野にも及んだ。彼ら芸術家たちはコフノ，ベ
ラールと関係の深いアーティスト，すなわち1930，
40，50年代にパリで活躍したアーティストだった。
特に，コフノのバレエ・リュス時代からの知人で
あるパリのロシア人コミュニティのアーティスト

（グゾフスキー，リシンら）が関わった作品が大
半を占めている。

また，重要な点としては，バレエ・デ・シャン
ゼリゼは舞台作品において理想的な，衣裳デザイ
ナーと舞台美術家の統一をほぼ成し遂げたことで
ある。これは作品に統一感を生むために重要で
あるが，両者は大抵別々の場合が多いのである82。
これはコフノがバレエ・リュスから継承した大き
な遺産であり，その後もプティにも引き継がれた
と言える。とはいえ，コフノは作品において衣裳
や舞台美術を目立たせようとしたために，かえっ
て振付よりもそれが目立つ結果を招いた点も指摘
できよう。

プティのバレエ・デ・シャンゼリゼ時代の特徴は，
台本ありきの振付だったと言えよう。戦後は次第
にバレエ（ダンス）作品において台本家の役割が
減少し，振付家がより前面に出るようになったが，
それはプティのバレエ・ド・パリ以降の文学など
をもとにより自由なインスピレーションを頼りに
振付をした作品にも象徴される。バレエ・デ・シャ
ンゼリゼは戦後直後に最も人気を得た。戦前や戦
中に台本家として活躍したコフノの流儀はプティ
らに強い影響力を与えたが，この戦後直後の時期
にコフノの存在意義や方針が次第に希薄になって
いったことは，バレエ団が51年に解散に至ったこ
とと深い関係があると言える。

本稿では，同時代のパリ・オペラ座バレエの活
動と対比して見たが，これによってバレエ・デ・
シャンゼリゼの意義がより明確になった。先行研
究としてアイヴァ・ゲスト，ジェラール・マノニ
が，戦後，パリ・オペラ座バレエが特権的な存在
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感を失い低迷していた45〜47年に，それに代わっ
てシャンゼリゼ劇場のバレエ・デ・シャンゼリゼ
が人気を得たと指摘していたが83，このような評
価は本稿でより明らかになったと言えよう。さら
に，人気の要因がそれだけでなく，バレエ団がパ
リ・オペラ座バレエのアカデミックな雰囲気と異
なり，自由や新鮮さに満ちあふれ，振付には即興
的な要素も多く含んだ作品を創作したバレエ団で
あったことも，人々を魅了した要因だろう。バレ
エ団のダンサーの魅力や古典の再演と新作をうま
く取り混ぜたレパートリーの幅広さ，斬新でオリ
ジナリティに富んだ振付84，さらには当時のパリ
の主要な芸術家が関与した舞台美術や衣裳が際
立っていたから注目されたことも指摘できよう。

フランスで戦後直後に設立されたバレエ・デ・
シャンゼリゼは，まさしく「第２次世界大戦が引
き起こした意識の変動を埋め合わせる幾多の問題
や芸術的豊かさの回復の期間」85 に活動し，オリ
ジナル作品や若手ダンサーを輩出した自由な精神
を持ったバレエ団であった。その上で，バレエ・
リュスの影響を受けながら第２次世界大戦後フラ
ンス・バレエの出発を担い，パリ・オペラ座バレ
エやイギリスのバレエにも影響を与えた存在で
あったと位置づけられよう。

パリ解放直後の街の現実や雰囲気をそのまま作
品＝舞台に表象させた《旅芸人》，《ランデヴー》，

《若者と死》などは，戦後直後の時代の空気を観
客とともに共有し，バレエに新たな精神を吹き込
み，新しいバレエの里程標となった。このように
バレエ団は時代を反映した作品を創作し，多くの
人々にバレエをより身近なものとした。しかしバ
レエ団は資金不足や人間関係の悪化などが要因と
なり，７年で活動を終えてしまった。時代が戦後
直後から「戦後」に移行し，もはやそれらの作品
が観客の共通の関心ではなくなったことも解散の
原因となったのではないだろうか。

とはいえバレエ・デ・シャンゼリゼは戦前の文
脈を継承しつつ新しいダンスを模索し，第２次世
界大戦直後のネオ・クラシックダンスで中心的役
割を果たした。バレエ団の活動が，その後の50年
代の活気に満ちたダンス界の新しいスタイルへと
繋がった。つまり，葛藤と模索を繰り返しつつも，
戦前のダンスと戦後のダンスとの橋渡し役以上の，

「新しいダンス」を切り開いたバレエ集団であっ
たと言える。こうしたバレエ・デ・シャンゼリゼ
の精神は，《若者と死》を踊り続けたジャン・バ
ビレらによって受け継がれ，再演され，後世のダ
ンスに影響を与え，今に生き続けている。
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